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１．はじめに  

前報では，吹付けモルタル耐火被覆材のはく落防

止性能の評価に関する考え方について報告した．本

報では，耐火被覆材の動風圧試験によりはく落防止

性能の評価方法の妥当性を検証した結果を報告する． 

 

２．試験概要 

２．１ 試験体概要 

寸法 60×600×600mm の基材コンクリートにステン

レス製メッシュをステンレス製アンカーピン（φ

4mm）を用いてピッチ 426×300mm（負担面積 0.13m2/

本相当）の間隔で取付け，耐火被覆材厚さを 30mm

として試験体を作製した．なお，耐火被覆材と基材

コンクリートを縁切りするため界面にはビニールシ

ートを設置した．また，変形挙動の把握のため，図

－1 に示した耐火被覆材の 4 箇所（S-横，C-横，C-

縦，W-縦）およびアンカーピン 4 本（SW，SE，NW，

NE）にひずみゲージを設置した． 

本試験における耐火被覆材厚みは，車両火災に対

する安全性の観点から，アンカーピッチはメッシュ

のたわみ等の施工上の制約から設定されている．ま

た，アンカーピン寸法は負担する耐火被覆材重量が

約 30N／本と小さいことから実用的最小寸法のもの

が設定されている．  

作製した試験体に図－1 の右上写真の様に，アク

リルケースを設置し，真空ポンプを用いて動風圧負

荷を発生させ（疲労試験時には 10s/サイクル，ひず

み測定時には 20s/サイクル），動風圧試験体とした． 

２．２ 試験項目 

（1）圧力とひずみの関係 

動風圧の最大負荷圧力を 0 から－20kPa まで変化

させた際のひずみの測定を実施した． 

（2）疲労試験 

負荷圧力は前報 1）と同様に 0kPa と－10kPa の繰返

し（10s/サイクル）として動風圧試験を実施し，0，5，

10，20 万サイクル終了後の耐火被覆材とアンカーピ

ンの圧力負荷時のひずみを測定した．なお，－10kPa

の圧力は欧州で実測された発生圧力－0.8kPa に対し

て，10 倍程度の安全率を考慮したものである。 また，

本試験でのアンカーピン実負担面積は，前記アンカ

ーピンの負担面積 0.13m2/本の 1/4 となるため，アン

カーピンのひずみは測定値を4倍して評価に用いた． 
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図－1 試験体概要 

 

３．試験結果および考察 

３．１ 圧力とひずみの関係 

図－2 および図－3 にひずみと圧力の関係（動風圧

疲労試験開始前）を示す．この結果，圧力とひずみ

に高い相関が確認され，圧力を－20kPa としても発生

する最大ひずみは，それぞれ 16μ，80μと疲労限度

相当ひずみと比較し十分に小さいことが確認された． 
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図－2　耐火被覆材最大ひ

　　　　  ずみと圧力の関係

図－3　アンカーピン最大ひ

　　　　  ずみと圧力の関係  
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３．２ 動風圧試験 

（1）疲労試験 

① 耐火被覆材発生ひずみ 

図－4 に耐火被覆材に発

生するひずみ（0，20 万サイ

クル後）を，図－5 に各サイ

クル後における耐火被覆材

の最大ひずみとサイクル数

の関係をそれぞれ示す．耐火

被覆材の発生ひずみは，0 サ

イクルと 20 万サイクル後と

比較した結果，サイクル数増

加による影響は認められず，

何れも曲げ疲労限度応力相

当ひずみの 90μよりも小さ

い 10μ程度であった． 

② アンカーピン発生ひずみ 

図－6 にアンカーピンに

発生するひずみ（0，20 万サ

イクル後）を，図－7 に各サイクル後におけるアン

カーピン最大ひずみ（4 倍値）とサイクル数の関係を

それぞれ示す．アンカーピンの発生ひずみは，0 サイ

クルと 20 万サイクル後と比較した結果，サイクル数

増加による影響は認められず，何れも引抜き疲労限

度荷重相当ひずみである 300μよりも小さい 40μ程

度であった． 

（2）耐火被覆材自重の影響確認試験 

耐火被覆材を下向きに向けた状態（逆向き状態）

で動風圧負荷－ひずみ関係を測定した．図－8 に逆

向き状態での耐火被覆材のひずみを，図－9 に逆向

き状態での動風圧負荷中のアンカーピンのひずみを

示す．逆向き状態での耐火被覆材およびアンカーピ

ンに生じるひずみは，上向き状態のものと比較して 5

～10μ増大する程度であり，耐火被覆材の自重によ

る影響は小さいものと考えられる。 

 

４．結論 

耐火被覆材ならびにアンカーピンにより安全率を

考慮した疲労限度を設定し，動風圧負荷応力と疲労

限度を比較した結果，－10kPa においても負荷応力は

疲労限度以下であり，またその関係は 20 万サイクル

までは変化無く，現時点では疲労限度の設定も妥当 

図－8　動風圧負荷中の
           耐火被覆材ひずみ

　　　　 （逆向き状態）
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図－9　動風圧負荷中の
          アンカーひずみ

　　　　 （逆向き状態）
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であったと考えられる． 

以上より 20 万サイクルまでの結果の範囲では，吹

付けモルタル耐火被覆材は接着力に期待しないメッ

シュ補強のみで固定される場合でもアンカーピンの

引き抜けによるはく落や耐火被覆材の欠け落ちなど

は発生せず，動風圧に対して疲労限度が保持されて

いると推察される．なお，本疲労試験は 200 万サイ

クルまで実施し，その疲労限度を適用した評価方法

の妥当性を継続的に評価する予定である． 
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図－4　動風圧負荷中の耐火被覆材ひずみ
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図－6　動風圧負荷中のアンカーピンひずみ
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